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探し出すという事は言うは易く，実行は大変困難さを伴

うことなのです．

　次にr気象集誌」のこともひとこと触れておきたいと

思います．r気象集誌」はr天気」とちがい，外向きの

学会のひとつのシンボルであり，世界の気象関係者との

交流という面も持っています．最近r気象集誌」は投稿

論文数も増え，1981年からは年間900頁の印刷物になり

ました．1970年代は投稿論文も少なく，年間600頁の線

を維持するのがやっとでした．しかしここ3年間，外国

の会員からの投稿がふえたこともありますが年間900頁

の線を維持しています．英国の学会機関紙Qμarterly

Joumal　of　Royal　Meteorological　societyが年間約1，000

頁である事を考えますと，印刷頁数は大体英国気象学会

の機関紙と同じ位になったと思います・頁数のみで研究

の質を論じる事はでぎませんが，今後とも是非この位の

論文発表数は確保し，同時に質の向上にも努力．したいと

思います．

　以上いろいろと決意じみた事を書きましたが，学会運

営について今後とも会員の皆様の御協力を切に期待いた

します．
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